
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 蒸し暑い毎日が続いています。６月の地域貢献活動では，区長様をはじめ，保護者の皆様にも多数ご

協力をいただきまして大変ありがとうございました。 
早いもので今日で一学期も終わり，明日から子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。コ

ミュニティーだより第２号では，一学期後半の活動をお知らせいたします。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

読み聞かせの時間が，昨年と変わりました。 
今年度は，高学年４年生～６年生は，朝の東っ子タイムの時間に，１年生から３年生は,昨年度と同じ

ように国語の時間に，あひる文庫の方々が本の紹介や読み聞かせをしていただきました。 
季節や児童の発達にあった本の読み聞かせをしていただいております。 

  
 
紹介された本を手にとって興味深く見たり，読んだりしている児童がいます。また，「もう一回，読み

たいよ。」と，つぶやく児童もいます。特に低学年は，「楽しかった」「おもしろかった。」と，読み聞か

せの楽しさを感じており，次の時間が待ち遠しくなるようです。 
子どもたちの遊びが変容している今だからこそ，物語の展開に耳を澄ませ，想像力豊かに聴くことが

大事だと感じています。 
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学習支援ボランティアの皆様のお陰で，育てることの喜びや製作することの喜びを体験することがで

きました。一人一人に丁寧に関わってくださり，子供達自身が満足のいくものを作ることができました。 
こういった生産活動は，心の耕しとなり，日々の生活や学習に活かされていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
                                                                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

○支援ボランティアの皆さんが笑顔で接

して下さり，とても聞きやすくてエプロ

ン製作がどんどん進みました。 
○糸が切れてしまい，糸をどのようにかけ

るといいのか分からなかった時に， 
 「こうすればいいよ。」と，言ってくだ

さって，とても助かり嬉しかったです。 
 おかげで，エプロンを仕上げることがで 

きました。 

 こんなに小さい苗の時から， 
ゴーヤの匂いがするんだね。 

大きくなるのが楽しみ！ 

あきらめずに，

頑張ろう。! 



 
 
 
 

 
 
 
 
 ★  ★ 

矢立クラブの方々が，毎年竹と七夕飾りをたくさん準備してくださいます。 
今年は昨年以上に，いろいろな飾りを作ってくださいました。 
 チャレンジ教室の子どもたちが，クラブの方々と一緒に笹に飾り付けをしていきました。 
その飾りを見て，「うわ～！すごい。」と，びっくりしていました。 
 最後には，子どもたちから次々と質問も飛び出してきましたので，いくつか紹介いたします。 
○ たくさんの飾りは，どのくらいで作られるのですか。 
 「一年間かけて，作っています。」 
○ 飾りの種類がたくさんありますが，色紙をどうやって折っていくのですか。 
 「１枚だけでなく，３枚の折ったパーツを組んでこのような飾りができあがっています。」 
 「この玉は，１２０枚の色紙を使って組んだものです。」 
  
児童の手紙から                                                     

 
 
 
 
 
 
 
 

今年もたくさんの飾りを作って下さり，ありがとうござ

いました。思っていた以上にたくさんのきれいな飾りがあ

ったので，びっくりしました。 
  ごうかな七夕飾りが出来上がりました。願いがかなうと

いいです。 
  これから暑くなってきますので，お体にお気をつけてく

ださい。ありがとうございました。 



 
 
 
 

 

○ これからは,ごみがあるときにはちゃんとごみをゴミ箱にすてます。そして，だれかがゴミ

箱にすてていないことがあったら，「ゴミ箱に入れるんだよ。」と教えてあげます。 
〇 私は，この活動には二つの目的があることに気づきました。 

まず一つは,この向東をゴミのないきれいな町にするということです。ごみをなくすために

は，みんなが協力して助け合いながらしていくことで,町がきれいになって，気持ちよくなり

ます。 
二つ目は，向東の町を住む人も訪れる人も，ゴミのない心地よい町と思ってもらえるからで

す。だから，私は,少しのゴミでも気付いたら進んで拾いたいとおもいました。 
〇 ぼくは，今回の活動を通じて,この活動には三つの目的があることに気付きました。一つ目

は，地域の人や区長さん,同じ地域の子との絆を深めるためです。二つ目は，自分たちが日頃

通ったり住んだりしている地域なので,きれいにして心地よくするためだと思いました。 
三つ目は，ゴミの存在に気づけたということです。日頃使っている道などに 

たくさんのゴミが落ちていました。それは,誰かがお菓子や飲み物などの 
ゴミを自分で持ち帰らないからです。だから今度から自分で出したゴミは 
自分できちんと持って帰ろうという意識を高めるためにやっているんだな 

 

地域貢献活動から学んだこと 


